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12月定例会の概要
県議会だより

会　期

12月3日から12月19日までの
17日間

問 県議会事務局調査課
 t073-441-3580
 県議会ホームページ
 http://www.pref.wakayama.lg.jp/
 prefg/200100/www/

議決結果・意見書等
概　　　要 結果項　　目 件数

12月10日に公立大学法人和歌山県立医科大学理事長 南條輝志男 氏をお迎えし、
和歌山県の地域医療と県立医科大学の役割について議員研修会を開催しました。
本会議の一般質問は16名の議員が登壇しました。
主な質問とこれに対する知事や関係当局の答弁は次のとおりです。（要  約）

知事説明要旨
　平成20年１月から、新「業者評価制度」での入札参加資格申請を受け付け、
6月から、原則すべての建設工事で条件付き一般競争入札を実施します。ま
た、国の道路の中期計画（素案）に近畿自動車道紀勢線の「すさみ～熊野」が位
置付けられ、紀伊半島を一周する道路が繋がることとなっています。これを
実現するためには、暫定税率の延長を含む道路特定財源の維持が前提となる
ため、国政レベルへの働きかけを県民と一丸となって行っていく必要がある
等、最近の県政の動きについて報告しました。
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知事提出の予算案件

　　〃　　条例案件
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可　決

認　定

可　決

採　択

継続審査

可　決

平成19年度和歌山県一般会計補正予算

和歌山県使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 等

平成18年度和歌山県歳入歳出決算の認定について 等

 当せん金付証票の発売総額について 等

国民皆保険制度等に関する意見書の提出を求める請願 等

原爆症認定制度の抜本的改善を厚生労働省に求める意見
書に関しての請願 等

道路特定財源の暫定税率の維持と道路財源の確保を求め
る意見書 等
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今
後
の
県
政
推
進
に
向
け
て
の
決
意

知
事
と
し
て
、
一
年
間
県
政
を
担
当
し
た

体
験
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
県
政
推
進
に
向

け
て
の
決
意
は
。

新
政
策
の
重
点
分
野
を
盛
り
込
ん
だ「
新

長
期
総
合
計
画
」を
基
に
、
本
県
の
持
て
る
底

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
ま
い
進
し

て
い
く
決
意
で
あ
る
。

ト
ル
コ
共
和
国
と
の
交
流

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
以
来
の
串

本
町
と
ト
ル
コ
と
の
長
期
交
流
に
県
も
加
わ

り
よ
り
良
い
関
係
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
も
、
串
本
町
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使
館

と
の
情
報
の
共
有
や
連
携
に
努
め
て
い
る
が
、

今
後
、
市
町
村
、
大
使
館
、
民
間
団
体
等
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
県
民
の
交
流
活

動
の
促
進
・
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致

阪
和
自
動
車
道
南
紀
田
辺
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
を
機
会
に
、
田
辺
周
辺
地
域
を
企

業
誘
致
最
重
要
地
域
と
位
置
付
け
て
ほ
し
い
。

旧
白
浜
空
港
跡
地
は
、
紀
南
の
企
業
集
積
地

に
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

紀
南
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

全
て
の
面
で
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
旧
白
浜
空
港
跡
地
は
、
現
白

浜
空
港
に
隣
接
す
る
た
め
、
様
々
な
規
制
も

あ
る
が
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
跡
地
利
用

の
一
つ
の
方
法
と
考
え
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
加
え
て
い
き
た
い
。

元
気
な
和
歌
山
実
現
の
た
め
の
予
算
編
成

徹
底
的
な
歳
出
削
減
に
よ
る
緊
縮
型
予
算

編
成
よ
り
も
、
あ
ら
ゆ
る
歳
入
確
保
策
を
施

し
、
県
民
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
、
積
極
的

な
予
算
編
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

行
財
政
改
革
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
を
図

る
と
と
も
に
、
和
歌
山
活
性
化
の
た
め
の
事

業
に
充
て
る
財
源
を
最
大
化
す
る
よ
う
工
夫

し
た
上
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効

率
的
に
配
分
し
て
い
く
。

県
財
政
の
問
題
点

県
の
財
政
は
厳
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

問
題
は
何
か
。
ま
た
特
別
会
計
等
も
含
め
て

問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

県
財
政
の
当
面
の
問
題
点
は
、
一
般
会
計

の
財
政
収
支
で
あ
り
、
今
後
、
一
般
会
計
の

収
支
不
足
額
を
段
階
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
財
政
健
全
化

法
に
基
づ
き
、
公
営
企
業
会
計
等
を
含
め
て
、

今
後
、
健
全
性
の
判
断
を
多
面
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

少
子
化
対
策

生
み
た
い
人
が
安
心
し
て
生
み
、
子
育
て

で
き
る
社
会
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

少
子
化
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
第
３
子
以
上
を

妊
娠
し
て
い
る
妊
婦
の
健
診
費
の
助
成
等
を
中

心
と
す
る「
紀
州
３
人
っ
こ
施
策
」な
ど
、
少
子

化
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
殺
対
策

自
殺
と
深
い
関
係
が
あ
る
う
つ
病
に
対
し

て
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
早
期
に
対
処
で

き
る
医
療
体
制
の
確
立
や
県
民
に
向
け
た
よ

り
一
層
の
啓
発
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
一
層
進
め
る

と
と
も
に
、
か
か
り
つ
け
医
師
の
診
断
技
術

の
向
上
や
専
門
医
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

自
殺
は
様
々
な
社
会
的
要
因
が
複
雑
に
絡

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
県
自
殺
対
策
連

絡
協
議
会
を
今
月
発
足
さ
せ
、
今
後
の
施
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

病
院
へ
の
耐
震
補
強
と
室
内
対
策

医
療
機
関
の
防
災
体
制
は
、
災
害
時
に
被

災
患
者
を
迎
え
ら
れ
る
事
前
対
策
を
講
じ
て

お
く
こ
と
が
絶
対
で
あ
る
。
県
内
８
施
設
の

災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
補
強
と
室
内
対
策
の

現
状
は
ど
う
か
。

耐
震
補
強
の
現
状
は
、
８
病
院
の
う
ち
、

既
に
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
施
設
が
５
病
院
、

未
耐
震
棟
の
建
て
替
え
工
事
を
計
画
し
て
い

る
施
設
が
１
病
院
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
る
施
設
が
１
病
院
で
あ
る
。
室
内
対
策
の

現
状
は
、
７
病
院
で
転
倒
防
止
器
具
を
備
品

に
設
置
し
、
壁
面
に
固
定
す
る
な
ど
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
県
内
の
医
療

機
関
の
耐
震
化
や
室
内
対
策
に
つ
い
て
積
極

的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
販
路
拡
大

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
、
県
産
品
等
の
販
路
開

拓
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

先
般
実
施
し
た「
み
か
ん
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
て
、
消
費
者
に

情
報
を
提
供
し
、
販
売
促
進
に
繋
げ
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
日
の
情

報
化
社
会
に
お
い
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
消
費

者
に
県
産
品
を
紹
介
す
る
極
め
て
効
果
的
な

手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
…
バ
ー
コ
ー
ド
よ
り
も
多
く
の
情
報
量

を
記
録
で
き
る
二
次
元
コ
ー
ド（
２
、4
ペ
ー
ジ
参
照
）

梅
の
生
育
不
良

い
ま
だ
原
因
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、

大
気
の
化
学
物
質（
火
力
発
電
所
の
煤
塵
）と

の
因
果
関
係
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

県
で
は
、
発
生
当
初
よ
り
原
因
究
明
に
向

け
た
研
究
体
制
の
強
化
を
行
っ
て
き
た
。
県

う
め
対
策
研
究
会
や
梅
生
育
障
害
対
策
研
究

会
に
お
い
て
、
栽
培
要
因
・
気
象
要
因
・
土

壌
要
因
な
ど
が
複
合
的
に
絡
み
あ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
も
の
と
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
原
因
究
明
と
対
策
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
共
調
達
制
度
改
革

こ
の
改
革
に
県
民
の
声
は
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
制
度
の
完
成
度
は
ど
の
程

度
と
考
え
て
い
る
か
。

公
共
調
達
検
討
委
員
会
が
報
告
書
作
成
に

あ
た
り
関
係
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
報
告
書
を
踏
ま
え
入
札
制
度
改

革
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
新「
業
者
評
価
制

度
」策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
県
民
意
見
募
集
や

説
明
会
を
開
催
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏

ま
え
一
部
修
正
し
て
確
立
し
た
。
ま
た
、
完

成
度
は
、
不
良
不
適
格
業
者
の
排
除
、
工
事

の
品
質
の
確
保
、
優
良
県
内
業
者
の
育
成
と

い
う
三
つ
の
課
題
の
同
時
解
決
を
め
ざ
す
全

国
的
に
も
最
も
進
ん
だ
制
度
だ
と
考
え
て
い

る
。

紀
伊
半
島
一
周
高
速
道
路
の
実
現
に
向
け
て

国
の
道
路
の
中
期
計
画
の
素
案
に
、
悲
願

で
あ
っ
た
紀
伊
半
島
一
周
の
高
速
道
路
が
位

置
付
け
ら
れ
た
が
、
今
後
の
田
辺
以
南
の
整

備
に
向
け
た
取
組
は
。

那
智
勝
浦
道
路
は
事
業
中
区
間
の
今
年
度

供
用
と
残
る
区
間
の
事
業
促
進
を
、
田
辺
〜

す
さ
み
間
は
、
平
成
２７
年
開
催
予
定
の
第
７０

回
国
民
体
育
大
会
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
国

に
働
き
か
け
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
事
業
推
進

に
合
わ
せ
、
す
さ
み
〜
熊
野
間
の
未
事
業
化

区
間
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
必
要

な
調
査
を
進
め
、
今
後
の
１０
年
間
で
整
備
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
国
・
関
係
機
関
に
強
く
働

き
か
け
て
い
く
。

白
良
浜
の
環
境

白
良
浜
で
は
、
高
波
が
立
っ
た
り
、
波
打

ち
際
付
近
の
海
底
で
砂
が
黒
ず
ん
だ
り
し
て

お
り
、
県
も
積
極
的
に
原
因
究
明
と
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
来
年
度
以
降
も
引
き

続
き
調
査
を
し
て
ほ
し
い
。

よ
り
安
全
で
快
適
な
海
岸
と
し
て
保
全
す

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
も
地
形
の
変
化
等
の

調
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
、
県
と
白
浜
町

が
協
力
し
て
、
白
良
浜
の
保
全
に
必
要
な
調

査
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

Ｃ
型
肝
炎
対
策

感
染
者
の
早
期
発
見
の
た
め
、
医
療
機
関

等
で
の
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
の
無
料
化
策
を

す
み
や
か
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

平
成
１８
年
４
月
か
ら
県
立
保
健
所
で
、Ｂ

型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
、
感
染

の
不
安
が
あ
る
方
を
対
象
に
無
料
で
実
施
し

て
い
る
。
医
療
機
関
に
お
い
て
も
無
料
で
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
も
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

家
庭
生
活
で
の
自
立
や
読
書
の
習
慣
な
ど

が
学
力
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
今
後
、

学
習
指
導
の
改
善
と
併
せ
、
家
庭
や
地
域
と

の
連
携
を
深
め
、
自
ら
学
ぶ
力
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

非
常
勤
講
師
の
配
置
や
研
究
指
定
な
ど
様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
る
。
国
も
、
必
要
な
支

援
策
を
概
算
要
求
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
値
上
げ

な
ぜ
今
回
値
上
げ
す
る
の
か
、
ど
う
し
て

も
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
適
正
な
受
益
者
負
担
と
な
る

よ
う
地
方
財
政
計
画
や
他
の
都
道
府
県
の
動

向
を
考
慮
の
上
、
改
定
を
行
っ
て
き
た
。
既

に
、
国
の
平
成
１９
年
度
地
方
財
政
計
画
で
、

高
等
学
校
の
授
業
料
が
、
改
定
さ
れ
て
お
り
、

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
も
既
に
改
定

ま
た
は
平
成
２０
年
度
か
ら
の
改
定
を
予
定
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

平
成
２０
年
度
入
学
生
か
ら
授
業
料
の
改
定
を

提
案
し
て
い
る
。

会期中の主な動き

問答

問答答

問答

ば
い
じ
ん


